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１．研究の背景と目的

内閣府が発行した高齢社会白書（2021）によれ
ば，2020年10月時点で我が国の高齢化率は28.8％
である。生徒がこれからの時代を生き抜くために
は，高齢者注1）をよく理解し，彼らと協力・協働
して生活や社会の問題を解決する力が求められる。
中学校技術・家庭科（家庭分野）（以下「家庭科」
と記す）においてこうした力の育成は「Ａ家族・
家庭生活（3）家族・家庭や地域との関わり」を中
心に行われている。平成29年中学校学習指導要領
解説技術・家庭編では，Ａ（3）の解説事項として
「家族関係や高齢者との関わり方に関する基礎
的・基本的な知識を身に付け，（略）高齢者など
地域の人々と関わり，協働する方法を考え，工夫
することができるようにする」と高齢者に関する
学習を行う旨が記載された。
二橋（2019）は1999～ 2017年の中学校学習指

導要領解説技術・家庭編及び家庭科教科書を分析
し，これからの高齢者学習で求められる視点とし
て「高齢者の多様性」「高齢者との協力・協働」
の２点を見出した。二橋他（2021）はこれらの視
点を踏まえた高齢者学習注2）の実現を目的に，高
齢者との直接的な交流を取り入れた授業を実践し

た。その成果として，①生徒は高齢者の生活に関
して多様であると理解したこと，②生徒は授業前
には地域の問題に対してどこか他人事だったが，
高齢者との直接的な交流を通して，生活や社会の
問題を解決するため自分ができることを考える様
子が伺えたこと，の２点を挙げた。
さて，2020年１月ごろから新型コロナウイルス

（以下「コロナ」と記す）が世界的に流行し，現
在まで生活や社会に大きな影響を与えてきた。こ
れ以降，学校現場においてはコロナ対策を第一に
教育活動を実施してきた。例えば，文部科学省
（2021）は感染症対策を講じてもなお感染のリス
クが特に高い学習活動として「児童・生徒が長時
間近距離で対面形式となるグループワーク等」「近
距離でいっせいに大きな声で話す活動」「家庭科，
技術・家庭科における児童・生徒同士が近距離で
活動する調理実習」などを挙げた。それ以外にも
幼児とのふれあい体験実習や高齢者との直接的な
交流ができない中学校が多数見受けられた。
生徒と高齢者が直接的な交流の中で協力・協働
し，地域の問題について深く考える授業は，生徒
が高齢者理解を深めることに有効だと考えられる。
しかし，コロナの影響によって，当面の間こうし
た授業に制約がかかるだろう。本稿では，その代
案として「同期型オンライン交流を導入した高齢
者学習」を着想した。
管見の限り，「オンライン交流」の定義を明示
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した先行研究はない。しかし，オンライン交流と
タイトルにつく先行研究を確認すると，例えば川
口・德岡（2020）の大学と保育施設をビデオ通話
アプリで繋ぎ保育・教育系学生と５歳児との交流
を図った事例，片上・細井（2022）の日本と中国
の大学生をweb会議ツールで繋いで国際交流会
を実施した事例などがある。これらを鑑みて，本
研究における「オンライン交流」を，「コンピュ
ータ等を用いて学習者と彼らとは異なる地域・組
織・系統の人々が物事のやりとりをすること」と
定義する。
古村（2022）によれば，オンライン交流は，

MeetやZoomのようなビデオミーティングシス
テムを使用して，同時双方向形式で行う同期型と，
Moodleや掲示板等を使用して交流する非同期型
に大別される。
先行研究において，管見の限りオンライン交流

において同期－非同期の別による学習効果を比較
したものはないが，二橋他（2021）が実践した高
齢者との直接的な交流により近いのは同期型オン
ライン交流である。また，Andresen（2009）も，
非同期型のオンライン交流は，学習者が発信した
後に，しばらく経って相手からの反応が得られる
ため，リアルな経験をしたという実感が薄れる，
とその限界を指摘している。このことからも，代
案を検討する上で，その対象は同期型のオンライ
ン交流が望ましいと考えた。
家庭科における同期型オンライン交流事例には，

分校・上野（2001）による神奈川県と石川県の高
校をオンラインで繋いでディベートを行った事例，
葭内（2014）の衣生活分野や消費生活分野におい
て，藍染実習の熟練者をオンラインで授業に招き
実習の指導・講評を行った事例などがある。しか
し，高齢者を交流対象とした実践は見られない。
同期型オンライン交流を導入した高齢者学習を提
案することは，コロナ禍等においてその実現性を
高めることに繋がる。
また，山脇（2018）によれば，平成29年の学習

指導要領改訂は「内容ベースから資質・能力ベー
スへの転換」である。つまり，内容を授業で履修

するだけではなく，そこで生徒の資質・能力の育
成がなされなければならない。この趣旨に倣えば，
同期型オンライン交流を導入した高齢者学習を実
践するのであれば，それが単なる実践にとどまら
ず，生徒の資質・能力の育成に資することを確認
する必要がある。
以上の背景から，本稿では家庭科において同期
型オンライン交流を導入した高齢者学習を開発・
実践し，「高齢者の多様性」「高齢者との協力・協
働」の２点からその効果を検証する。
なお，本稿では二橋（2019）・二橋他（2021）

を参考に，「高齢者の多様性」を，例えば高齢に
なって介護が必要になる者もいればそうではない
者もいるように，また，高齢者が今まで職業生活
や家庭生活を送っていく中で培ってきた知識や技
能は多様であるように，彼らを一括りにせず身体
的・認知的・経済的・社会的に，個人に着目する
ことと定義した。また，同様に「高齢者との協力・
協働」を，生徒と高齢者それぞれが得意とするこ
とを合わせて生活や社会の問題を解決しようとす
ることと定義した。

２．題材の構成

（1）概要
実施場所：八王子市立Ａ中学校（以下「実践校」）
対　　象： １年生128人（男子60人，女子68人），

４クラス
実施期間：2022年１月31日～３月４日
総コマ数：４単位時間（50分×４）
４単位時間のうち，第２時・第４時に高齢者と
の同期型オンライン交流を実施した。学習過程は
二橋他（2021）の実践をベースに，生徒が高齢者
の多様性に気づき，また高齢者と協力・協働して
地域の問題を解決しようとできるよう留意した。
また，荒井他（2009）を参考に，生徒が他者との
対話の中で問題を発見し，それを生徒間・生徒－
高齢者間で深く追求できるよう工夫した。
（2）題材の目標
題材の目標は次の３点である。なお，それらに
おける〔　〕記号は平成29年中学校学習指導要領
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から家庭分野で育成を目指す資質・能力との関連
を示している。
①自分の生活を支える地域社会には多様な高齢者
が生活していることを理解する。〔Ａ（3）ア（ア）
（イ）〕
②生活や社会の問題を高齢者との関わりの中で多
面的に考える活動を通して家族や地域の一員と
して支えられる側から支える側になることが出
来ることに気づく。〔Ａ（3）イ〕

③高齢者と生活や社会の問題について考察する活
動を通じて，高齢者など地域の人々と協力・協
働する態度を身につける。〔Ａ（4）ア〕

（3）題材計画
題材計画を表１に示す。第１時の目標は「ゲス

トティーチャーの話を聞いて，高齢者との関わり
を考える」であり，先述の①と関連させた。まず，
生徒は３人のゲストティーチャー（高齢者あんし
ん相談センター職員・シルバー人材センター職
員・自治会長）のインタビュー動画を視聴した。
この動画は授業の実践をした教員（以下「実践者」）
が八王子市内で勤務するゲストティーチャーのと
ころへ赴きインタビューをした内容をまとめたも
のである。動画の内容は「高齢者を支える地域の
仕組みと実情」と「高齢者の身体的な特徴につい
て」の２点である。生徒は地域には多様な高齢者
が暮らしていることを知った。次に，生活や社会
の中で高齢者に起きている問題を発見し，もっと
調べてみたいことや高齢者に聞いてみたいこと，
疑問に思ったことをプリントにまとめた。
第２時の目標「地域の中には様々な高齢者がい

ることを理解する」「高齢者との会話を通して，
第１時に疑問に思ったことを多面的に考える」で
あり，先述の①および②と関連させた。実践者は
地域の高齢者をコンピュータ室に招き，生徒は
google社がリリースしたアプリ“Meet”のビデオ
ミーティング機能を用いて高齢者と同期型オンラ
イン交流を行った。１回の授業につき６人の高齢
者が参加し，１人の高齢者につき６人の生徒で構
成された１班の受け持ちとした。教室では，生徒
の密集を避けるために２人当たり１台タブレット

端末を配置した。生徒は，第１時に疑問に思った
ことや地域の課題だと思ったことをテーマに高齢
者と会話をした。その際，実践者は活動中に高齢
者の端末を３回入れ替え，１班当たり３人の高齢
者と話せるようにした。こうすることで，生徒は
多様な高齢者の考えに触れることができる。活動
の中で，生徒は第１時にゲストティーチャーが語
った高齢者像と，自分が現在話している高齢者像
との齟齬に気づく。そこで，生徒は地域には多様
な高齢者がいることに対する理解を深める。また，
生徒は前時を受けて疑問に感じたことや課題に思
ったことを高齢者に直接尋ねた。その際，実践者
は生徒が高齢者との会話と身の回りの生活と関連
付けながら，問題の中に潜んでいる課題を浮き彫
りにさせていくように助言した。
第３時の目標は「今までの学習を通して，分か
ったことを整理分析して，問題を特定する」であ
り，先述の②および③と関連させた。ここでは，
第１時・第２時の学びを通じて分かった地域の問
題についてKJ法を用いてまとめた。活動を通じて，
前時までの学びを受けて問題を「ゲストティーチ
ャーの話」「高齢者の話」から整理・分析し，焦
点化させた。また，第４時とのつながりを意識し
て活動の中で生徒が気になったキーワードを１つ
選び，次時までに調べてくるよう宿題を出した。
第４時の目標は「高齢者や地域の方と関わり協
働できることについて考える」であり，先述の③
と関連させた。そこで，高齢者をコンピュータ教
室に招き，同期型オンライン交流を行った。第２
時と同様，高齢者１人につき６人の生徒で構成さ
れた１班の受け持ちとしたが，高齢者の顔ぶれは
必ずしも第２時と同じではない。ここでは，地域
をよりよくするために協働できることについて，
第３時で出した宿題を基に考えさせた。活動を通
じて，発見した問題を高齢者と協働して，どのよ
うに解決できるか考えさせた。
（4）同期型オンライン交流の構成
ここでは第２時・第４時に同期型オンライン交
流を行うために実践者や授業協力者（学校運営協
議会の参加者。以下「学運協」）が行った事前準
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備等の構成について記す。
1）授業に参加する高齢者の選考
授業に参加する高齢者の募集は，学運協が主体

で行った。実践校の学運協は元中学校校長・元自
治会長などで組織されており，自治会等の高齢者
が在籍するコミュニティとつながりを持っている。
学運協は，地域で長年活躍してきた高齢者が授業
に参加してくれるよう依頼した。授業に参加した
高齢者は地域の問題に関心が高く，生徒がそれに
ついて考える上でも議論に深まりが期待できる。
2）実践者と高齢者との打ち合わせ
高齢者の都合によりクラスごとに，また第２時

と第４時で参加する顔ぶれは違ったが，合計14人
が授業に携わった。
授業に参加する高齢者を対象に，事前説明会を

実施した。実践者は，高齢者が授業に参加する意
義として「生徒が高齢者の人生経験に由来する『生

きる知恵』に触れることを通して，自身も地域社
会の一員であることに気づき，地域の人々と協
力・協働する方法について一層考えられるように
なる」と口頭および書面で説明した。また，題材
計画や活動の留意点について共有した。以上の手
立てにより，実践者と高齢者の間で生徒に何を体
験させ，どのような学びをさせたいのか共通理解
を図った。加えて，同期型オンライン交流の直前
には，生徒の記入したプリントを指標に，彼らが
考えたことを高齢者と共有した。
3）同期型オンライン交流の整備
本来，同期型オンライン交流は生徒と高齢者の
双方に ICT機器と通信環境があれば，場所を選
ばずに成立する。しかし，授業に参加した高齢者
の多くは ICT機器の操作が不得意であったこと
から，支援を必要とした。そこで，高齢者を生徒
とは別室のコンピュータ室に招き，教室にいる生

表１　題材計画
時 ○学習内容　・学習活動 ◎学習指導要領解説に示された内容　◆主な手だて　☆配慮事項

１

○ゲストティーチャーの話を聞いて高齢者との関わりを
考える。

◎高齢者との関わり方については，視力や聴力，筋力の低下など中
学生とは異なる高齢者の身体的な特徴が分かり，それらを踏まえ
て関わる必要があることを理解できるようにする。

・ゲストティーチャーのインタビュー動画を視聴し，高
齢者の生活を支える地域の仕組みと現状，高齢者の身
体的な特徴について知る。

・ゲストティーチャーの話から，もっと調べてみたいこ
とや高齢者に聞いてみたいことをワークシートにまと
める。

・次時に実施する交流会の計画を立てる。

◆インタビュー動画を見て生活や地域の問題だと思うことをメモす
る。

２

○地域の中には様々な高齢者がいることを理解する。
○高齢者との会話を通して，第１時に疑問に思ったこと
を多面的に考える。

◎高齢者など地域の人々にインタビューして家庭生活と地域との関
わりについて調べたり，自分が地域の人々とともにできることに
ついて話し合ったりする活動などが考えられる。

・“meet”のビデオ通話機能を用いて同期型オンライン
交流を行う。

・前回の授業から，調べてもなお分からないこと，疑問
に感じたこと，課題と感じたことを高齢者に聞く。

☆高齢者の方に話を聞く時間を十分確保する。
◆活動中に高齢者の端末を３回入れ替え，生徒が多様な高齢者の考
えに触れられる。

３

○今までの学習を通して，分かったことを整理分析して，
問題を特定する。

◎高齢者など地域の人々と関わり協働する方法については，中学生
の身近な地域の生活の中から，主に高齢者など地域の人々との関
わりについての問題を見いだし，課題を設定できるようにする。

・ゲストティーチャーからの話と，高齢者との交流会を
通して，分かったことを付せんに書き出す。

・グループでKJ法を使い，同じような内容ごとに整理
する。

・整理した内容をキーワードでまとめる。
・キーワードを紙に書き黒板に掲示する。
・気になるキーワードを１つ選び，次回までに調べてく
る。

☆その他は作らないように分類させる。

４

○高齢者や地域の方と関わり協働できることについて考
える。

◎解決方法については，生徒が各自の生活経験について意見交換な
どを通して，中学生の自分が地域の一員として，どのようにすれ
ば高齢者など地域の人々とよりよく関わり，協働することができ
るかについて検討できるようにする。

・“meet”のビデオ通話機能を用いて同期型オンライン
交流を行う。

・地域をよりよくするために高齢者と一緒に地域で協働
できることについて話し合う。

・前時，調べてきたことをグループで発表する。

☆高齢者の方に話を聞く時間を十分確保する。
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徒との交流を図った。（図１）。
実践校のコンピュータ教室は，職員玄関からエ

レベータで２階に上がってすぐのところにある。
そのため，高齢者は生徒との接触を最小限に抑え
ることができ，かつ足腰が弱くても授業に参加で
きる。また，教室内に無線ルーターが配置されて
おり，実践校の中では比較的通信環境が良好であ
る。
高齢者は十分な間隔をとって着席した。学運教

や実践者以外の教員が輪番で支援することにより，
高齢者はタブレット端末の前に座るだけで，生徒
と対話ができるようにした。
普通教室にいた生徒は，同期型オンライン交流

の際，日光の当たり具合により顔が見えにくいこ
とがあるため，全員が窓側を向き，２人１組で着
席した。実践者は教室で授業を進行した。

３．研究方法

開発した題材が生徒の「高齢者の多様性」「高
齢者との協力・協働」に資するものなのか，（1）
質問紙調査，（2）プリントの記述分析の２点から
検討した。なお，分析方法は二橋他（2021）を参
考にした。
（1）質問紙調査（高齢者の多様性）
題材を通じて生徒の「高齢者の多様性」の理解

が深まったか検討するため，質問紙調査を実施し
た。

図１　同期型オンライン交流の教室配置

コンピュータ教室

1）事前調査
第１時開始直前の2022年１月に無記名Web調

査（google form）による集団調査（事前調査）
を実施した。調査項目は，高齢者の多様性に関す
る項目に加えて基本属性（性別・祖父母との同居
状況・これまでの高齢者学習の経験）である。
「高齢者の多様性」の理解を測定する際，二橋
他（2021）が開発した「改訂版エイジングテスト」
に掲載された20項目を使用した（表２）。この質
問紙は①高齢者の身体の特徴（設問１～５，13，
20，の７項目），②高齢者の認知面の特徴（設問
６～ 10，14，の６項目），③高齢者の社会的・経
済的な特徴（設問11，12，15～ 19，の７項目）
から構成されており，設問は対象とする中学１年
生でも十分理解できる表現である。各項目は○×
クイズ形式で回答でき，生徒は質問項目の内容が
正しいと思えば「○」を，間違っていると思えば
「×」をつける。
2）事後調査
第４時終了直後の2022年３月に事前調査と同様
にgoogle formを用いて生徒に改訂版エイジング
テストを回答させた。
3）分析方法
「高齢者の多様性」の分析にあたっては，統計
ソフト IBM SPSS Statistcs27.0を使用した。分
析に当たっては二橋他（2021）を参考に，改訂版
エイジングテストの正解を「１」，不正解を「０」
点とし，その正答率を用いた。それが高いほど「多
様な高齢者」について正しく理解しているという
ことになる。事前調査・事後調査の質問項目それ
ぞれの正答率及びそれらの平均正答率に対して対
応のある t検定を実施した。
（2）プリントの記述分析（高齢者との協力・協働）
高齢者との協力・協働に関する学びの効果を明
らかにするために，プリントの記述分析を行った。
まず，プリントの中で「４時間の学習を通して，
これから高齢者の方とどのように関わろうと思い
ましたか。また，どのようなことで協働できるだ
ろう。考えたことをまとめよう」と発問し自由記
述式で回答させたところ，生徒一人あたり70字程



224

二橋他：同期型オンライン交流を導入した家庭科高齢者学習の実践

度を記述していた。こうして得られたテキストを，
題材と高齢者との協力・協働の関連を検討する資
料とした。
学びの効果を単語単位で明らかにするため，資

料に対してテキストマイニング（Text Mining）
を用いた分析を行った。テキストマイニングとは，
文字列を対象とした分析方法のことである。通常
の文章からなるデータを単語や文節で区切り，そ
れらの出現の頻度を解析することで有用な情報を
取り出すことが出来る。分析は，樋口（2004）（2020）
を参考にKH Coder3を使用した。
「高齢者」と「高れい者」と，「挨拶」と「あい
さつ」などのように漢字表記が可能だが，その一
部または全部がひらがなで書かれた語は，KH 
Coder3では別の語だと認識されてしまう。した
がって，本研究ではこのような語は常用漢字表記
に統一した。

次に，複合語を抽出した。その中で出現数の多
い「高齢者」「積極的」「自分たち」を，KH 
Coder3で抽出できるように認識させた。一方，「思
う」は頻出語であるものの，内容には直接影響し
ないと考えられたため分析対象から除外した。こ
のように，研究目的に沿うよう整えたテキストを
使用して分析した。なお，後述する結果で自由記
述を引用する際は斜体で，分析の中で着目する単
語には下線を引き表記した。

４．題材の実践と検証

ここでは，題材を実践した様子を報告する。ま
た，その成果を「高齢者の多様性」「高齢者との
協力・協働」の２点から検証する。
（1）対象者の属性
表３は対象者の属性を示す。内閣府（2021）に
よると，2020年時点で我が国で３世代で暮らして

表２　改訂版エイジングテスト　各項目の事前事後正答率の比較

番号 項目 選択肢 正答率（％） t 有意差 伸び率（%）
＝事後－事前事前 事後

1
高齢になると体の機能が低下する（筋力・視力・聴力・記憶
力・体温調節機能など）。 ○ × 98.44 99.22 0.58 n.s 0.78

2 高齢者の９割は健康な状態ではない。 ○ × 64.84 74.22 2.02 * 9.38

3
70歳以上の100メートル走の日本新記録は中学１年生の100
メートル走平均タイムより速い。 ○ × 28.13 22.66 -1.30 n.s -5.47

4 老化しているかどうかは年齢で決まる。 ○ × 76.56 83.59 1.53 n.s 7.03

5
我が国において病気で一日中寝たきりの高齢者は１割に満た
ない。 ○ × 41.41 36.72 -0.93 n.s -4.69

6 高齢者は若者より頭の回転が遅い。 ○ × 20.31 15.63 -1.10 n.s -4.69
7

高齢者になってもこれまでの知識や経験を活かして生活する
ことができる。 ○ × 82.03 85.16 0.78 n.s 3.13

8
高齢になっても味覚（味を感じる機能）は中学生と同じくら
い鋭い。 ○ × 68.75 82.81 3.10 ** 14.06

9
高齢になるとこれまでの生活で得た知識や経験の差は大きく
なる。 ○ × 91.41 93.75 0.77 n.s 2.34

10 高齢者で認知症になっている人の割合は30％程度である。 ○ × 42.19 39.84 -0.43 n.s -2.34
11 75歳以上の高齢者の約４割は生活に不安を感じている。 ○ × 75.00 81.25 1.42 n.s 6.25
12 高齢者はみんな似たような性格である。 ○ × 92.97 89.06 -1.21 n.s -3.91
13 高齢者は中学生よりも少しの段差でつまづきやすくなる。 ○ × 91.41 96.88 1.82 n.s 5.47
14 高齢者は64歳以下の者と比較して仕事の効率が落ちる。 ○ × 14.84 18.75 0.90 n.s 3.91

15
65歳以上の高齢者の半数以上がボランティア活動やサークル
活動に参加している。 ○ × 53.91 71.09 3.54 *** 17.19

16 高齢者世帯の約３割は年収200万円未満である。 ○ × 34.38 50.78 3.10 ** 16.41

17
高齢者の生活保護を受けている人の割合は64歳以下の人たち
と比べると高い。 ○ × 78.91 78.91 0.00 n.s 0.00

18
半数以上の高齢者が健康・スポーツや音楽・美術等の趣味を
持っている。 ○ × 85.94 90.63 1.18 n.s 4.69

19 高齢になると恋愛をしたいと思わなくなる。 ○ × 52.34 64.84 2.30 * 12.50

20
80歳以上の高齢者は65～ 79歳の者と比較して家庭内事故の
中で食べ物をのどにつまらせやすくなる。 ○ × 97.66 96.88 -0.38 n.s -0.78

平均正答率（％） 64.57 68.63 4.27 *** 4.06
平均正答率のSD 9.16 8.15

注）選択肢の網掛けは正答を示す。 N=128　　*：p<.05，**：p<.01，***：p<.001
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いる10～ 14歳は695,769人おり，全体の13.0％に
当たる（10～ 14歳の総数は5,350,517人）。事前
調査の結果から対象者は128人中17人（13.3％）
が“祖父母と同居”であるため，全国平均とほぼ
同じ割合である。高齢者学習をこれまでに経験し
たことがある生徒は57人（44.5％）いた。その内
容は，ボランティア活動で高齢者と交流したり，高
齢者福祉施設へ訪問したりするなど多岐に渡った。
後述する改訂版エイジングテストの結果につい

て，「事前調査の平均正答率」を従属変数，「性別」
「祖父母との同居状況」「高齢者学習の有無」を独
立変数に設定し，分散分析を実施したところいず
れも有意差は見られなかった。
（2）題材の実践
参加した高齢者は，授業前に中学生と面識がな

く，第２時の冒頭こそお互い会話が弾まない様子
だった。しかし，同期型オンライン交流開始から
10分程度で徐々に打ち解けていく様子が見て取れ
た。授業の後半には，彼らは第１時で疑問に思っ
たことを起点に地域の問題について闊達に議論を
した。
第４時では，高齢者と協力・協働して地域の問

題を解決する方法について考えることができた。
授業に参加した高齢者が第４時終了直後に書いた
感想を紹介する。
・中学生の中には親世代とだけの生活で高齢者と
暮らしていなくて良く分からないこともあった
と思います。これを機会に若い世代と高齢者世
代がコミュニケーションをとれる時間ができる

と嬉しいです。
・地域で暮らす中学生が高齢者のことを真剣に考
えてくれるだけでも心強く思いましたし，もっ
とふれあっていかなければいけないと思いまし
た。
これらの記述から，高齢者は中学生が地域の問
題について考えていることを嬉しく思い，授業に
積極的に関わろうとしている様子が読み取れた。
（3）高齢者の多様性
改訂版エイジングテストの各項目正答率の事前
－事後比較を表２に示す。
まず，全項目の平均正答率は64.57％から68.68
％と4.06ポイント有意に上昇していた（p<.001）。
このことから，題材は総じて生徒が「多様な高齢
者」を理解することに有効であると分かった。
次に，個別の項目に着目する。正答率が有意に
上昇した項目は「高齢者の９割は健康な状態では
ない。（p<.05）」「高齢になっても味覚（味を感じ
る機能）は中学生と同じくらい鋭い（p<.01）」「65
歳以上の高齢者の半数以上がボランティア活動や
サークル活動に参加している（p<.001）」「高齢者
世 帯 の 約 ３ 割 は 年 収200万 円 未 満 で あ る
（p<.01）」「高齢になると恋愛をしたいと思わなく
なる（p<.05）」の５つだった。①高齢者の身体
の特徴，②高齢者の認知面の特徴に関する項目の
正答率が上昇したのは，第１時に高齢者あんしん
相談センター職員が老化について話したことが要
因ではないかと考えた。また，③高齢者の社会的・
経済的な特徴に関する項目で正答率が上昇したの
は，同期型オンライン交流での会話が起因してい
ると考えた。例えば，ある生徒は第１時の最後に
高齢者に聞いてみたいこととして，「高齢者の生
活」「最近はまっている趣味」を挙げた。また，
第２時で３人の高齢者と交流し，彼らについてそ
れぞれ「今はボランティアをしていて，友達が増
えた」「釣りが趣味。釣りには友達といくことも
あれば１人で行くこともある」「趣味は旅行。歴
史が好き。以前はハワイに行きたいと思ってい
た」とメモした。さらに，交流を通じて分かった
こととして「高齢者の方々は，皆それぞれ違った

表３　対象者の属性
項目 有効回答数（人） （％）

性別 男性
女性
合計

60
68
128

46.9
53.1
100.0

祖父母との
同居状況

同居
近居
過去に同居
別居
会ったことがない
合計

17
26
11
73
1
128

13.3
20.3
8.6
57.0
0.8
100.0

高齢者学習の
有無

有
無
覚えていない
合計

57
26
45
128

44.5
20.3
35.2
100.0
N=128

※（％）はそれぞれの項目の数を合計で割った値に対して小数第２位
を四捨五入したものであり，合計が100.0％にならないことがある。
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生活を送っていることが分かり，若い時とは違う
仕事をしていたり，仕事をしていなくても趣味を
色々していたりしました。」と記した。以上のよ
うに，この生徒は同期型オンライン交流で複数の
高齢者と会話をする中で，彼らがどのような生活
をしているのか理解を深めた。加えて，授業の時
期がバレンタインデー前後だったこともあり，班
によっては恋愛に関する会話をしているところも
あった。このことから，高齢者の恋愛に関する項
目の正答率も上昇したと考えられる。
一方で，事後調査で正答率が50.0％を下回った
項目は，「高齢者で認知症になっている人の割合
は30％程度である（39.84％）」「我が国において
病気で一日中寝たきりの高齢者は１割に満たない
（36.72％）」「70歳以上の100メートル走の日本新
記録は中学１年生の100メートル走平均タイムよ
り速い（22.66％）」「高齢者は64歳以下の者と比
較して仕事の効率が落ちる（18.75％）」「高齢者
は若者より頭の回転が遅い（15.63％）」の５つだ
った。これらの質問に含まれる「認知症になって
いる人の割合」「頭の回転」「寝たきり」「仕事の効
率」は実践した授業の内容からは理解が難しいた
め正答率が低いままだと考えた注3）。
また，有意差こそないが事前調査と比較して事

後調査で正答率が下がった項目は６項目あった。
この中でも「高齢者はみんな似たような性格であ
る」は実践した授業の中で十分理解を深めること
ができる項目であるにも関わらず正答率が下がっ
た。これは，授業の目標に沿うよう地域で長年活
躍してきた高齢者を選考していることによると考
えられる。また，参加した高齢者がおしなべて教
育活動の参加に積極的であり，また，話好きの者
が多かったためであると推察された。
（4）高齢者との協力・協働
1）頻出語の出現回数
まず，KH Coder3によるテキストマイニング
を行った結果，総抽出語は5387（2051），異なり
語数は663（506）だった（括弧内は助動詞・助詞
などを除きKH Coderが分析対象として認識して
いる語の数を表す）。

次に，分析方法に記した前処理を経て，自由記
述で使用されている語句のうち出現回数が「13」
以上のものを表４に示す。

2）階層的クラスター分析の結果
表４に示された語句がどのような文脈で出現す
るのか大別するために，それらに対して階層的ク
ラスター分析（規準：Word，距離：Jaccard）を
実施した。分析によって得られた樹形図を図２に
示す。さらに４つのクラスターに分類し，上から
①，②，③，④とした。
各クラスターがどのような内容なのか端的に示
すために，各クラスターに出現している語が複数
使用されている記述例を参考に，語のつながりを
解釈しクラスター名を付けた。
①のクラスターを構成している語は「協働」「自
分たち」「考える」「体」「知る」「気」「コミュニケ
ーション」「生活」「授業」である。生徒は，「自分
たちが高齢者について考えていると意外に自分た
ちにできることが多かったので，実際にやってみ
たいです」「普段の生活の中で近くの高齢者の方
とのコミュニケーションをとる。高齢者の方は体
の衰えなどがあるため，できないことをやって協
働しながら過ごせればいいなと思う」「もう少し
優しく気を使って（筆者注：遣って）高齢者をよ
く知ったうえで接したい」などと記述していた。
このように，①のクラスターは生徒が自分にでき
ることは何か慮り高齢者と協働する方法について
考える記述のため「高齢者との協働」とした。
②のクラスターを構成している語は「挨拶」「行
事」「参加」である。生徒は，「高齢者とすれ違っ

表４　使用語句の出現回数
使用語句 出現回数 使用語句 出現回数
高齢者 156 知る 16

人 36 方々 16

関わる 28 助ける 15

話す 27 分かる 15

自分 26 挨拶 14

積極的 23 協働 14

体 23 自分たち 14

考える 20 コミュニケーション 13

困る 20 運動 13

参加 17 行事 13

生活 17 今 13

気 16 授業 13
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たりしたら自分から積極的に挨拶をする。ボラン
ティア活動や行事に参加して高齢者と関わる」な
どと記述した。このように，②のクラスターはす
れ違った際に挨拶をしたり，地域の行事に参加し
たりするなど高齢者と協働する機会は具体的に何
があるのか考えた記述であるのため「挨拶や行事
参加」とした。
③のクラスターを構成している語は「今」「話

す」「運動」「自分」「分かる」である。生徒は，「●
●さんは，今の内に自分がしておいた方が良いこ
とを聞いたところ，運動とたくさん食べることと
話されていたので，健康のために必要なことの解
決策と同じだなと思った」などと記述した（筆者
注：●●は参加した高齢者の名前）。このように，
③のクラスターは高齢者から運動や食事など健康
維持のために今の自分に必要なことを教えてもら
った記述のため「健康維持のために必要なこと」
とした。

④のクラスターを構成している語は「困る」「助
ける」「積極的」「関わる」「方々」「高齢者」「人」
である。生徒は，「近くで困っている人がいたと
きは助けるなど協働していきたいと思った」「近
所の高齢者の方々と積極的に関わりサポートして
いきたいと思う。そのために常にいろいろな人と
積極的に関わっていきたい」などと記述していた。
このように，④のクラスターは高齢者と関わり支
援しようとする記述のため「高齢者の支援」とし
た。
以上のように，分析資料はおおむね４つの内容
に整理することができた。
３）自由記述の文単位の集計結果と記述内容
実践した題材を通じて生徒がどのクラスターの
内容にどの程度着目しているか明らかにするため，
クラスターの語や意味内容を指標に自由記述を文
単位で集計した。例えば，「高齢者ともコミュニ
ケーションをとるためにクリーン活動や防災訓練
にも参加したいと思いました」は②挨拶や行事参
加に関連した一文であるため，“②”に“１”を計
上した。また，一人の記述に複数のクラスターと
関連する文があるときはそれぞれ分けて集計をし
た。例えば，「年を取るにつれて体が衰えたり思
うように動かなくなるから助けないといけない。
しかし，年をとってからの方が経験などで役に立
てる仕事もあり，役割を分担して協働できる」は，
第一文は高齢者の老化に着目し，支援しようとす
る内容であるため，④高齢者の支援と関連してい
る。また，第二文は高齢者と協働できることにつ
いて展望している記述があるため，①高齢者との
協働と関連している。このような場合，“④”と“①”
にそれぞれ“１”を計上する。それぞれのクラス
ターに関連する文の数を表５に示す。また，各ク
ラスターの具体的な記述内容について以下に記す。

表５　クラスターに関連する文の数
クラスター名 文の数

①高齢者との協働 54

②挨拶や行事参加 49

③健康維持のために必要なこと 15

④高齢者の支援 64

文の合計 182

協働
自分たち
考える
体
知る
気

コミュニケーション
生活
授業

挨拶
行事
参加

今
話
運動
自分
分かる

困る
助ける
積極的
関わる
方々
高齢者
人

①高齢者との協働

②挨拶や行事参加

④高齢者の支援

③健康維持のために必要なこと

0.4 0.6 0.8 1.0 1.2

図２　自由記述の階層的クラスター分析
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①高齢者との協働
・高齢者は体力も少なくこちらが守る方と思って
いたが，学習をしていくうちに皆さんとても元
気でいろいろな趣味を持っていたり，組織入っ
ていたりして，今までとはイメージがかなり変
わりました。これからも高齢者の方と関わって
いきたいです。
・高齢者の人は自分たちが思っているよりもでき
ることがあった。だが，それは人によって違う
ため関わる人によって協働のやり方を考える必
要があると考えた。
・自分たちの新しい知識と高齢者の昔ながらの知
識を共有したらよい協働が生まれてすごく良い
案が出ると感じた。また，複数名同士で対談す
るのも良いと思った。
高齢者との協働について記述した生徒は，同期

型オンライン交流を通じて，交流前に高齢者に対
して抱いていたイメージと実際の彼らとの違い，
つまり高齢者の多様性に気づいた。そして，生活
や社会の問題について考える際，高齢者と協働す
ることに意義を感じていた。
②挨拶や行事参加
・マンションや近くの人や近隣の高齢者と挨拶だ
けでもコミュニケーションが取れたらいいなと
思った。また，市の行事等に参加してつながり
を増やしていけたらいいと思う。
・高齢者とすれ違ったりしたら自分から積極的に
挨拶をする。ボランティア活動や行事に参加し
て高齢者と関わる。
・これから高齢者の方と楽しい話や日々の出来事
などを楽しく会話したりする。また，市のイベ
ントなどで協働できると思う。
・高齢者ともコミュニケーションをとるためにク
リーン活動や防災訓練にも参加したいと思いま
した。また関わり方についても調べていきたい
と思いました。
挨拶や行事参加について記述した生徒からは，

高齢者とコミュニケーションをとろうとする実践
的態度が伺えた。具体的には挨拶や行事・ボラン
ティア活動の参加などが挙げられた。

③健康維持のために必要なこと
・高齢者になると色々不便なことが出てきた大変
だったりするので，健康に気を遣ったり，運動
したりすることを祖母や祖父に勧めるというこ
とをしていきたいです。
・高齢者の方は健康に生活するために運動・食
事・睡眠など，日常生活のことを意識している
方が多かったので，自分のおばあちゃんやおじ
いちゃんと一緒に動いてみたりして交流を増や
していきたいです。
健康維持のために必要なことについて記述した
生徒からは，高齢者から健康維持の重要性につい
て話を聞き，祖父母など身近な高齢者への声掛け
や関わりを増やそうとする実践的態度が伺えた。
④高齢者の支援
・気になることを調べている時，高齢者の体は私
たちと比べ何かしら弱いことが分かりました。
違いを理解し優しい関わり方をしたいです。
・道や席を譲る，声のトーンを低くしてはっきり
話す。傾聴や共感を重視して聞き手に回る。目
線を併せて話す。相手に寄り添った言動を心が
ける。
・高齢者の方々は自分のできることはできるだけ
したいと言っていたので，できないことは自分
から進んで手伝ってあげたいなと思いました。
高齢者の支援について記述した生徒は，題材の
中で老化による心身の機能の低下に着目し，高齢
者と協力・協働する際に配慮すべきことについて
考えていた。

５．まとめ

本稿では家庭科において同期型オンライン交流
を導入した高齢者学習を開発・実践し，「高齢者
の多様性」「高齢者との協力・協働」の２点から
その効果を検証した。成果と課題を以下に記す。
まず，実践した題材は多様な高齢者の理解を深
める上で有効だと分かった。また，これからの生
活での高齢者との協力・協働のあり方について生
徒に記述させたところ，「高齢者との協働」「挨拶
や行事参加」「健康維持のために必要なこと」「高
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脚注
1）本研究の「高齢者」とは，世界保健機関（WHO）の定義
である「65歳以上の者」とする。これは，中学校家庭科
の教科書中において高齢者を65歳と定義しており，研究
においての「高齢者」の位置づけに一貫性を持たせるた
めである。
2）一般的に「高齢者学習」とは，「高齢者に関する学習」
のことである。二橋他（2021）や本稿で報告した高齢者学
習は，それに加えて高齢者との交流を含み，“高齢者の多
様性”“高齢者との協力・協働“を視点としている。本稿
で得られた結果は，単に高齢者について学習したからで
はなく，また単に同期型オンライン交流を導入したから
ではなく，上述の活動内容に起因していると考えられる。
3）改訂版エイジングテストの質問項目には，授業実践を通
じて中学１年生には理解しがたい内容が含まれる。これ
に対して二橋他（2021）は，家庭科における高齢者理解は
本研究で実践した授業のみでは完結せず，高等学校のカ
リキュラムまでを通じてされていくものであり，中学１
年生には理解し難い内容が含まれていることを容認した。
本稿もこれに倣い，二橋他（2021）から質問項目を変更し
なかった。
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齢者の支援」に大別された。その内容からは中学
生と高齢者それぞれが得意とすることを合わせて
生活や社会の問題を解決するため，自分にできる
ことを考える様子が伺えた。先述の通り，これか
らの高齢者学習に求められる視点は，①高齢者の
多様性，②高齢者との協力・協働，の２点である
が，実践した題材はこれらを育成する上で有効で
あると分かった。
こうした結果は，題材におけるインタビュー動

画や同期型オンライン交流の内容に起因するもの
と考えられる。しかし，題材の中心的な体験活動
に同期型オンライン交流をした場合であっても，
二橋他（2021）と同じく多様な高齢者について理
解し，彼らと協力・協働する姿勢を育成できた。
したがって，コロナ禍等において高齢者との直接
的な交流に代わる活動を提案できた。
今後の課題は以下の２点である。
まず，題材は総じて生徒の「高齢者の多様性」

を理解することに資する内容だった。一方で，「高
齢者はみんな似たような性格である」など，有意
差こそないものの個別に見ると正答率が下がった
項目もあった。これは，議論が深まるように，地
域で長年活躍してきた高齢者を選考したためと考
えられる。授業に参加した高齢者は，学校教育活
動に積極的に積極的に関わりたいという希望をも
ち，また中学生と話し合いたいと思っている者が
大多数であると推察する。今後，高齢者の選考を
工夫することで，生徒がより「高齢者の多様性」
を深く理解できるよう授業改善を図りたい。
次に，授業に参加した高齢者の多くはICT機
器の操作を不得意としており，高齢者が自宅にい
る状態での授業の実践が難しかった。そこで，高
齢者を学校のコンピュータ教室に招いた。題材を
実施した期間中，東京都の１日当たりのコロナ感
染者数は10,000人前後で，まん延防止等重点措置
期間中だった。感染状況がこれ以上に悪化し，高
齢者を学校に招くことが出来なければ本実践は実
現しなかった。そこで，今後高齢者との事前打ち
合わせの内容等を工夫し，高齢者が自宅等にいな
がら授業に参加できるようにしていきたい。
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Abstract

The purpose of this study is to develop and practice learning about the elderly by introducing 

synchronous online exchange. The following three results were obtained.

(1) By setting synchronous online exchange as the main activity of learning for the elderly, it was possible 

to carry out the learning for the elderly even in COVID‑19 pandemic.

(2) It was found that the lessons practiced were effective in deepening the understanding of diverse elderly 

people.

(3) When students were asked to describe how to cooperate and collaborate with the elderly in their future 

lives, the contents were “collaboration with the elderly,” “greetings and participation in events,” 

“necessary for maintaining health,” and “support for the elderly”.

Key words; junior high school, learning about elderly, synchronous online exchange, diversity 

of elderly, cooperation and collaboration with elderly
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